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１ はじめに                        

「編み物（ニット）」とは⼀本の細く⻑い⽷を既に作ら

れた組織に絡ませながらよこ⽅向につながる組織で、編

み⽬（ループ）が連続することによって作られる［1］。

織物は⽅形に作りあげられるのに対して、編物は⾃由な

形・⼤きさに作ることができる。編物はその特性上、伸

縮性に優れ、形状の⾃由度が⼤きい［2］ことから、⾝体

にぴったりとした⾐服に適している。また、棒針・かぎ

針・アフガン針といった単純な道具だけで作業が進めら

れる。かぎ針編みとはかぎ針と呼ばれる道具を⽤いる編

み物であり、棒針編みよりやや厚い編み地となる。⽇本

では、昭和 40 年代頃までは棒針編みよりもかぎ針編みの

⽅が盛んであった。その後、かぎ針編みが廃れ、棒針編

みが全盛となるが、近年⼿作り雑貨の流⾏により、再び

ブームとなっている。 

今回は道具が少なくコンパクトで、様々な模様を編むこ

とができるかぎ針編みで制作することを⽬的とする。 

制作するにあたって、基準となる細編み、⻑編みに加

え、昨年の編み模様を除く編み模様の試料を作成し、模

様による相違を検討する。本制作では曲げ剛性と通気抵

抗の⼤きさを調べ、冬の気候に適したニットセーターの

制作を⾏うことにした。 

２ 実験⽅法                      

2-1 試料 

 実験の試料には、⽑ 100％（１⽟  

40g120m）の⽑⽷『リッチモア パ

ーセント No.124』と 6/0 号のかぎ

針を使⽤し、様々な編み模様のゲー

ジを 15×15 に合わせて作成し、図 1

に⽰す 12 種類の試料を作成した。編

み⽅は①細編み、②⻑編み、③⾙が

ら、④クローバー、⑤３⽬の⽯垣、

⑥⼭なみ、⑦せせらぎ、⑧あじろ、

⑨うねじま、⑩若草、⑪よもぎ、⑫

細⽅眼編みである。それぞれの作成

した試料の平⾯重を表 1、試料の写真を以下の図１に⽰す。 

図１ 作成した試料の写真 

2-2 測定⽅法 

KES-FB2 を使⽤し、曲げ特性の計測を⾏った。KES-

FB2 では曲げ剛性 B と曲げヒステリシス２HB を求め、

その後、KES 通気性試験機を使⽤し、各試料で３箇所ず

つ通気抵抗の測定し、それぞれの平均の値を求めた。 

３ 結果及び考察                      

 図２に曲げ剛性の平均の計測結果、図３に曲げヒス

テリシス２HB のたてとよこの平均値の計測結果を⽰

す。曲げ特性を編み⽅別に⽐較すると、試料⑧⑨の曲げ

剛性 B、曲げヒステリシス２HB の値は殊に⼤きく、こ

の試料は厚⼿で空隙が少ない試料である。ほかの試料に

は編み⽅による⼤きな差は⾒られない。男⽤スーツ地の

平均値と⽐較すると曲げ剛性 B ははるかに⼤きい値であ

る。 

図４に各試料の通気抵抗 R の測定結果を⽰す。試料⑧

⑨は曲げ剛性、曲げヒステリシスともに⼤きく、通気抵

抗 R も⼤きい。また、空隙が⼤きい試料③⑥⑦⑩⑪は通

気抵抗 R が⼩さく、曲げ剛性 B、曲げヒステリシス２

HB ともに⼩さい傾向が⾒られる。 
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表 1  試料の重量 
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４ 制作                        

 冬のニットを制作するため、実験結果からタートルネ

ックと袖と裾の部分は、通気抵抗が⼀番⾼い⑨うねじ

ま、それ以外の部分は平⾯重が⼩さく、曲げに優れ、通

気も程よく通しにくい⑫細⽅眼編みを使⽤してセーター

の制作を⾏うことにした。セーターの制作はウール

100％（１⽟ 40g, 112m）の⽷「プリンセスアニー

No.544・536・519」のを３⾊使⽤し、かぎ針はタートル

ネックの⼀部は 10/0 号、他は 8/0 号、引き抜き編みの

部分は 3/0 号、5/0 号とした。デザインは市販の本［3］

を参考にした。⾊は流⾏⾊のビビッドピンク、ピスタチ

オカラーに加え、グレーを使⽤した。タートルネックの

部分は⑨うねじまの編み⽅にしたが、衿の折り返しの途

中でかぎ針の太さを⼤きくして編むことで⾒た⽬の印象

を変化させた。制作したニットを図 5 に⽰す。 

 
図５ 制作したニット 

５ まとめ                       

セーターは⼀般的に棒針編みで作られることが多いが、

かぎ針でも編み⽅を⼯夫すれば空隙が少なく冬に着⽤で

きるセーターが編むことができるとわかった。また⼀定

の⼒で編み進めなければ編み⽬が異なってしまい、歪に

なってしまうので⼿作業の⼤変さを感じた。また、同じ

編み⽅でも、かぎ針の太さを変えることで⾒た⽬も⼤い

に変化すると感じた。⼿編みで⼤きな作品を作り上げる

ことができ、やりがいと達成感を感じた。 
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図２ 曲げ剛性Bの測定結果
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図３ 曲げヒステリシス２HBの測定結果
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図４ 通気抵抗Rの測定結果
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